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太 韓 粕 文 字 ウ オ ー タ
県民の目賛田ギ式ント
撤歩盟群船隠母鋭T

描穏第一歩をじるした駅む般の友人、瑠…雄が三度こり騒で下纂じ
丸壼捕を渡り博軽を静問. 韓 会A着 麗の長男が動務じていた。

太率治 け小曲翻代が利用じていた会盤潜場t平成二T年3月31日閉購}
rめくら革縦Jに 総菫での世悶講が ・・

i

昭和 二む寧T月寧、ゴと済難郎の世話で証選講岩憲 t営本二丁目〕
の新築簿蒙 〔主闘)に 転膳.麗 には微が齢筆苦岡宅から貫つた
貫骨挑、またその典方の嫌書子18裁との思い畿の青網もあつた。

購業控盤韻測パピナ…ルを付けで購入していた。群「it買の賞金
辱雷阿と当てにしていた。麟主J::輩部真批滋氏は貴華と岡い掌で、
平成路年5月 22語題養す。

現すii久燥韻科躍院.建 物内部磁叢幹のまま.最 批豊骨静筆を受け
た。

戦内f・特われている地元の盆鞘勢 t8月 二4～ 二S日 〕りやぐら
調で朝代と識患撫酵.

この糠勢丸日輔 〔本軍}翻 に紺騒郵盟用があつた。朝の数錬の時苫
見貫治醜ぴ技A:こ借金盤盟り葉書を設覇.ま た「ii端離戯氏へ勢闘翻
僻泣謙械も最こから 〔昭稲 二二年6月 29調 購〕

艶患韓.躍 宅から静楢された貫竹挑が繋茂じている。
脅鋼濫蓄岡筆各こ謡られ、母盛軒築まf・繁髄していた。

執筆活動のため約恐通聞紳程. r穂梗の開Jに 群在じたがそ穣議拭
辞払いの為、縄盤させられた. F踏器のまちは、おもじるく強いJ
rこのごるょく粒く述 〔昭和ユ8年3月 3R調付卜今督T斑 〕
武撃の手菊強松与昭報51年18月二岳ヨの撫館母轟隷文の際、消彙.
創業大正十年.靭 拭小川i興常氏 昭 鵜11年7罵盤界

現在をま鵬揺鵡工会議瀬ゅ揺轡繁署に金井町出身の巡麓がいた。その
巡輩の奥済、お穣描辞島課い女中をしていた。戦歩骨頓の太宰,ま、
このお盛をいじめていた。お灘逮貴と☆館を連れ、太率宅を議れて
いる。

r晩年ゴ勢躍総に使用した、再●猫式の問の写真が掘酵された鵠前

今圏の文字ウオータ機、太韓治文字り研究を期的としたものでありません。
帯内散錯を築じみながら、太筆治の足跡を盛じて買ければ書いです。会長 灘 護隠 襲摘

★毎年3月 19露 前後の学後 二時実施★ずギスカパ…船積翼軒委員会密42母 -4二 T器



太 等 治 略 韓 譜

範品緊釜響g軽軽覇 て搾 :ダスゲマギネ、

韓☆機難料求織の鵠除轄される。盤T盤

『新鋼韻とこ「めくら韓紙Jを 発表

30畿 まで
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釜轟桑轟筈墨謡法蟹襲警轟難響:義翼警曇総掬酵

篭麟襲選輸機覇器欝晶轟贅母罷震轟苦轟違鍵覇麗襲襲空〕

遇齢 桜 銃緊貫語のアパートで剛 LDSTを警選抽める

碑 〕

井賦鉛五文妻の媒鞠で穏漂製驚辛と繊贈 〔2豊畿〕
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